
レ

天まで上がれ！
たこ上げ大会一・東郷幼稚園

　天まで上がれノ

　東郷幼稚園恒例のたこ上げ大会が、／月16日、町

総合グラウンドで行われました。

　園児たちは、思い思いの絵を書いたジャンボだこ

を、空高く舞い上げていました。

昭和61年2月号第414号

1発行／宮崎県東郷町役場・編集／遡

うらうらと照れる光にけぶりあひて

　　　　　　咲きしつもれる山ざくら花
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9）町報とうこう

国
産
材
流
通
加
工
施
設
を
誘
致

　
夷
川
地
域
に
お
け
る
県
産
材
の
流

通
か
ら
加
工
ま
で
行
う
、
国
産
材
流

通
加
工
施
設
の
起
工
式
が
、
一
月
十

七
日
、
松
形
知
事
な
ど
関
係
者
百
六

十
名
が
出
席
し
て
建
設
地
の
田
野
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
6
2
年
度
か
ら
操
業

　
こ
の
事
業
は
、
浅
川
林
業
事
業
協

同
組
合
が
六
十
年
度
か
ら
六
十
二
年

度
の
三
ヶ
年
計
画
で
、
土
地
造
成
、

集
成
材
加
工
施
設
、
幅
は
ぎ
板
加
工

施
設
、
管
理
棟
な
ど
、
国
の
補
助
を

受
け
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　
耳
川
林
業
事
業
協
同
組
合
は
、
昨

年
八
月
耳
川
地
域
が
国
（
林
野
庁
）

の
国
産
材
供
給
体
制
整
備
事
業
の
対

象
地
域
の
指
定
（
全
国
で
十
四
ヶ
所
）

を
受
け
設
立
し
た
も
の
で
、
日
向
市

な
ど
八
市
町
村
の
森
林
組
合
と
十
七

し
藷

曜
、
叱

、
、
》

▲知事を迎えて行われた起工式

∴譲1塁塞
〆ノ　　　　　し、ご＼＿　ツ1
　　　　　　　　　　　　　 　　へら　　

　　、　　　　　　　＼＼　 ・μ＿！渚

　　　　　　　　』田観世誉
ε！誉ひノ黛
跨1驚／＼！つ盤筆

製
材
業
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
全
体
計
画
で
は
、
総
事
業
費
が
九

億
二
千
万
円
で
、
内
訳
は
、

①
国
産
材
主
産
地
形
成
推
進
活
動
事

業
…
…
千
六
百
万
円

②
国
産
材
流
通
加
工
施
設
整
備
事
業

…
：
五
億
二
千
八
百
万
円

③
林
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
（
市
町

村
）
…
…
三
億
七
千
六
百
万
円

　
と
、
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
は
、
三
万
二
千
平
方
厨
の
敷

地
に
、
集
成
材
加
工
施
設
三
棟
（
二

千
七
百
八
十
平
方
り
h
）
、
幅
は
ぎ
加

工
施
設
三
棟
（
九
百
三
十
平
方
ご
）

製
品
保
管
倉
庫
一
棟
（
五
百
平
方
ご
）

管
理
棟
一
棟
（
二
百
六
十
平
方
》
し

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
．　

こ
の
事
業
の
立
地
に
よ
り
、
膨
大

な
森
林
資
源
を
も
つ
耳
輪
地
域
に
お

け
る
林
業
の
振
興
が
図
ら
れ
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
低
迷
を
続
け
る
本
町

の
林
業
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果

す
と
共
に
、
雇
用
の
場
の
拡
大
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
十
月
か
ら
用
地
取

得
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

の
事
業
の
た
め
に
物
心
両
面
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に

対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
．

牧
水
歌
碑
建
設

募
金
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
お
　
礼

　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
ρ
　
　
　
　
、
ノ

　
牧
水
生
誕
百
年
祭
記
念
事
業
の
歌

碑
建
設
の
た
め
の
募
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
ま
し
て
多
大
の
実
績
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
．

　
歌
碑
建
設
も
順
調
に
進
み
、
役
場

前
に
十
月
二
十
二
日
完
成
し
、
二
十

四
日
の
生
誕
祭
に
除
幕
式
が
盛
会
裡

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
に
対
し
衷
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
、

　
ご
協
力
の
募
金
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す

が
、
使
途
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員

会
で
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
．
．

○
町
内
募
金
達
成
額

　
　
　
　
二
、
三
一
六
、
四
四
四
円

　
　
（
目
標
圏
L
」
、
三
五
、
二
［
三
円
）

○
町
内
外
の
企
業
・
篤
志
家
か
ら
の

募
金
額

　
　
　
　
二
、
六
二
七
、
五
C
C
円

○
募
金
総
額

　
　
　
　
四
、
九
四
三
、
九
四
四
円

町報とうこう（3）

の申告が始まります
町県民税

国保税

　
今
年
も
税
の
申
告
時
期
に
な
り

ま
し
た
。

　
町
で
は
、
申
告
の
受
付
を
別
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

昭和61年度町県民税申告相談受付日程表
申　告　相　談　該　当

月　日 曜日 時　　　間
区　名 組　　合　　名

場　　　　　所

2月12日 水 10：00～12：00 下渡川 区　　全　　域 下渡川公民館
9：30～12：00 野々口・深谷

仲深公民館14日 金
13：00～15：00

仲　深
下仲瀬・久居原・下水流

9：30～11：00 児洗・一松露 児三三会所15日 木
13：30～15：00

越　表
中水流・田口・八ツ山 越表生活改善センター

9：30～12：00 石原・本村
農協坪谷支所17日 月

13：00～15：00 赤井笠・上ノ原

9：30～12：00
坪　谷

仲崎・多武ノ木・瀬平
18日 火

13：00～15：00 一谷原・一谷川崎
一谷原集会所

19日 水 9：30～12：00 田　野 区　　全　　域 田野公民館
20日 木 9：30～15：00 東下・東上・西谷

9：30～11：00
迫野内

地内・鹿瀬
迫野内公民館

21日 金
13：30～15：00 八重原 区　　全　　域 八重原公民館

9：30～12：00 大　谷
24日 月

13：00～15：00 小野田 小野田1．2

25日 火 9：30～15：00 又下1．2・中・上・住宅
役場　講　堂

26日 水 9：00～16：00

町内全域確定申告義務者
27日 木 9：00～16：00

9：30～12：00 出　口　　　　　　　　　1
仲野原（3）公民館28日 金

13：00～15：00 仲野原1．2．3

9：30～12：00 1上村1．2．3
3月3日 月

13：00～15：00

福　瀬　　　1

下村・鳥川 福瀬公民館
9：30～12：001 広　瀬

4日 火
13：00～15：00 日田尾・うとぎ

広瀬生活改善センター

5日 水 9：30～12：00 中山・大工野・おもだか 大工野地区集落センター

6日 木 9：30～12：00
鶴野内

前田・中水流・下村・山内 鶴野内公民館
9：30～12：00 1羽　坂 1小長野・深瀬・日ヶ道・樋田

・日；金
13：00～15：00　　　　1吊上・羽坂・沖水流・井尻

羽坂生活改善センター

9：30～12：00 1中尾・吉ム田・長崎　　IlO日1日

@　i
13：00～15：001 庭　田 庭田公民館

9：30～12：00［
寺　迫

山ノロ・落鹿
11日 火

13：00～15：00 寺　迫　　　　　　　　　， 寺迫公民館



（4）町報とうこう

坪谷保育所完成

　
坪
谷
へ
き
地
保
育
所
（
園
児
数
3
4

名
）
の
建
物
が
、
近
代
的
な
建
物
に

生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
．

　
坪
谷
へ
き
地
保
育
所
は
、
昭
和
四

十
二
年
七
月
に
坪
谷
公
民
館
の
施
設

を
転
用
し
開
設
し
た
も
の
で
す
。
施

設
も
昭
和
三
十
四
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
老
朽
化
が
激
し
く
、
ま
た
、
土

台
は
白
ア
リ
の
被
害
を
受
け
補
修
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
補
修
も

限
界
に
達
し
て
き
た
た
め
、
安
全
面

か
ら
も
早
急
な
改
築
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
．

　
町
で
は
、
国
の
補
助
九
百
三
十
万

円
、
県
の
補
助
四
百
六
十
五
万
一
千

萎髪蓼響
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．
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．
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円
を
受
け
、
総
事
業
費
二
千
七
百
五

万
円
で
昭
和
六
十
年
九
月
中
ら
改
築

を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　
新
し
い
保
育
所
は
、
従
来
の
保
育

所
よ
り
約
二
百
メ
ー
ト
ル
東
側
に
建

て
ら
れ
、
敷
地
面
積
九
百
十
三
平
方

メ
ー
ト
ル
、
建
物
面
積
は
二
百
三
十

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
保
育
室
、
遊
戯

室
、
午
睡
コ
ー
ナ
ー
、
事
務
室
を
そ

れ
ぞ
れ
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

昨
年
十
二
月
に
移
っ
た
園
児
た
ち

も
、
真
新
し
い
香
り
の
す
る
園
舎
で

息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
元
気
よ
く
、

は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ一

年
忌

　
町
教
育
委
員
会
が
昭
和
六
十
年
十

二
月
一
日
現
在
で
調
査
し
た
、
昭
和

六
十
「
年
度
新
入
学
予
定
児
（
昭
和

五
十
四
年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
五

年
四
月
「
日
生
）
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

な
お
、
新
入
学
予
定
児
で
名
前
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
幼
児
に
つ
い
て

は
、
直
接
教
育
委
員
会
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
　
（
）
は
保
護
者
名
。
．

　
〔
東
郷
小
学
校
〕
（
敬
称
略
）

小
野
田
区
　
僑
口
孝
次
（
保
）
　
谷

　
口
英
義
（
俊
廣
）
　
成
實
裕
二
（
朝

　
吉
）
　
高
森
洋
（
牧
夫
）
　
里
…
木

　
一
平
（
正
）
　
山
崎
広
徳
（
時
男
）

　
畝
原
由
紀
子
（
即
値
）
　
谷
口
愛

　
（
辰
巳
）
　
都
甲
幸
佳
（
幸
之
）

　
木
村
陽
子
（
孝
太
郎
）
　
畝
原
麻

　
里
（
修
身
）
　
植
野
由
紀
（
政
秀
）

鶴
野
内
幕
　
鈴
野
貴
国
（
浅
夫
）

　
黒
木
祐
介
（
孝
利
）
　
内
田
美
喜

　
（
和
彦
）
　
宮
田
朝
未
（
幸
男
）

　
佐
藤
愛
美
（
国
光
）
　
森
田
愛
（
正

　
春
）

迫
野
内
区
　
黒
木
厚
志
（
悟
）
　
松

　
尾
一
臣
（
昇
）
　
春
木
賢
一
郎

’

O

　
（
重
行
）
　
原
田
幸
＝
富
士
美
）

　
池
田
譲
（
初
男
）
　
佐
藤
良
子
（
富

　
士
男
）
　
黒
木
梓
（
忠
雄
）
　
黒

　
木
蘭
子
（
富
義
）
　
黒
木
久
美
（
勝
）

　
池
田
久
美
子
（
平
美
）

田
野
区
　
黒
田
友
介
（
静
夫
）
　
那

　
須
美
羽
子
（
楠
男
）
　
田
中
保
代

　
（
保
雄
〉

羽
坂
区
福
原
正
人
（
健
＝
寺

　
原
昌
伸
（
佳
宏
）
　
山
田
誠
（
豊
）

　
黒
木
光
博
（
ユ
キ
エ
）
　
寺
田
美

　
穂
（
勇
）
　
三
原
麻
衣
子
（
廣
美
）

　
川
野
み
ど
り
（
多
賀
男
〉

仲
深
区
　
僑
口
晴
美
（
信
行
）
　
甲

斐
美
鈴
（
和
明
）

　
〔
福
瀬
小
学
校
〕

福
瀬
区
　
直
野
祐
介
（
光
男
）
　
関

　
野
文
昭
（
勝
義
）
　
直
野
祐
樹
（
雄

　
二
）
　
高
木
敏
行
（
泰
茂
）
　
川

　
越
富
士
喜
（
和
夫
）
　
松
田
芳
彦

　
（
梅
雄
）
　
谷
口
光
幸
（
峰
久
）

　
山
局
尾
九
州
男
（
範
人
）
　
川
口
健

　
吾
（
房
則
）
　
黒
木
悟
（
忠
明
）

　
塩
月
充
（
伸
司
）
　
直
野
か
お
り

　
（
幸
信
）
　
小
林
智
佳
（
健
司
）

　
平
野
亮
子
（
松
戸
）
　
新
名
し
お

り
（
昭
夫
）
　
塩
月
千
賀
（
栄
久
）

藤
本
由
香
理
（
純
】
）
　
川
越
真

子
（
昇
）
　
黒
木
裕
美
（
富
雄
）

塩
月
美
希
（
三
男
）

　
〔
坪
谷
小
学
校
〕

仲
深
区
　
中
野
裕
美
（
文
朗
）

坪
谷
区
　
矢
野
か
す
み
（
続
）
　
寺

　
原
高
志
（
正
）
　
黒
木
利
也
（
利

　
夫
）
　
広
島
大
作
・
広
島
の
ぞ
み

　
（
美
代
子
）
　
矢
野
陽
「
（
紘
）

　
稲
田
真
二
（
守
）
　
三
浦
優
生
〔
定
）

　
松
岡
あ
か
り
（
二
美
）
　
黒
木
華

代
（
淳
子
）

　
〔
越
表
小
学
校
〕

越
表
区
　
後
藤
沙
塵
香
（
喜
一
）

　
黒
木
順
．
子
（
忠
男
）

　
〔
一
迫
小
学
校
〕

寺
迫
区
　
海
野
秋
（
誓
生
）
　
高
野

　
昌
喜
（
今
朝
男
）
　
黒
木
隆
（
稔
）

　
三
原
真
一
（
勝
美
）
　
三
原
智
行

　
（
和
利
）
　
斉
野
平
良
史
（
黒
木

　
良
子
）
　
黒
木
満
男
（
與
吉
）

　
海
野
真
理
子
（
和
夫
）
　
田
代
千

　
里
（
久
司
）
　
橋
口
真
奈
美
（
啓

　
二
）
黒
木
亜
希
子
（
廣
道
）

　
植
野
文
恵
（
繁
）
　
山
本
由
香
利

　
（
憲
昭
）
　
黒
木
幾
美
（
博
文
）

黒
木
理
沙
（
重
行
）
　
新
保
富
美

　
子
（
吉
富
）

町報とうこう
（5）

水田野菜の春出し栽培

レタスなどを試作

　
本
町
は
、
水
田
の
高
度
利
用
を
め

ざ
し
て
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
昭
和
六
十
年
度
末
で
約
四
C
％

に
あ
た
る
百
六
十
五
㎞
の
整
備
が
完

了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
基
盤
整
備
が
完
了
し
て
も
、
米
単

作
で
は
土
地
生
産
性
が
あ
が
ら
ず
、

投
資
効
果
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
、

麦
作
や
野
菜
等
の
換
金
作
物
の
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
現
実
的
に
は

な
か
な
か
思
う
よ
か
な
作
物
の
導
入

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
市
場
出
荷
野
菜
の
栽
培
面

積
は
、
ラ
ッ
キ
ョ
、
し
し
と
う
、
ピ

ー
マ
ン
、
し
ょ
う
が
を
中
心
に
約
五

飴
に
し
か
す
ぎ
な
い
状
況
で
す
．
．

　
昨
年
調
査
し
た
基
盤
整
備
実
施
水

田
の
冬
期
間
の
利
用
状
況
は
、
飼
料

等
作
物
の
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
が

二
〇
％
、
断
ず
き
さ
れ
て
い
る
も
の

二
〇
％
で
、
残
り
六
〇
％
に
は
稲
株

が
残
っ
て
お
り
、
利
用
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
裏
作
野
菜
と
し
て

　
　
　
　
　
四
品
目
を
試
作

　
夏
場
の
転
作
野
菜
と
し
て
町
で
は

し
し
と
う
、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ

し
ょ
う
が
を
重
点
作
物
と
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
裏
作
野
菜
に
つ
い

て
は
地
域
新
品
目
開
発
促
進
事
業
で

試
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
本
町
に
適
し
た
新
品
目

野
菜
を
選
択
し
て
】
般
農
家
へ
の
普

及
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
．
．

　
対
象
作
目
は
、
水
田
野
菜
の
春
出

し
栽
培
と
い
う
こ
と
で
サ
ニ
ー
レ
タ

ス
、
水
田
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ト

ン
ネ
ル
大
根
の
四
品
目
で
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
に
、
坪
谷
と
仲

深
の
四
戸
の
農
家
に
委
託
し
て
試
作

を
始
め
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
羽
坂

で
も
始
め
、
現
在
六
戸
で
試
作
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
は
、
品
種
が
レ
ッ

ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
一
戸
ニ
ァ
但
、
九
月

三
十
日
に
播
種
、
緑
マ
ル
チ
を
使
用

し
、
十
月
二
十
五
日
に
定
植
、
十
二

月
中
旬
よ
り
ト
ン
ネ
ル
を
か
け
ま
し

た
．
．
「
月
に
入
っ
て
出
荷
を
始
め
ま

し
た
が
、
年
末
に
出
荷
し
た
分
は
一

個
で
五
十
円
か
ら
百
三
十
円
の
市
場

価
格
で
し
た
。

　
水
田
ゴ
ボ
ウ
は
、
品
種
が
山
田
早

生
で
一
戸
ニ
ァ
馴
を
二
回
播
き
。
緑
マ

ル
チ
を
使
用
し
、
　
＝
八
に
二
粒
ず
つ

を
十
一
月
二
十
七
日
と
十
二
月
七
日

に
播
種
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ン
ネ
ル
を

か
け
ま
し
た
。
四
月
出
荷
を
め
ざ
し

て
現
在
順
調
に
生
育
中
で
す
。

　
ニ
ン
ニ
ク
は
、
品
種
が
壱
州
早
生

で
一
ア
梶
緑
マ
ル
チ
を
使
っ
て
、
十

＜
レ
タ
ス
の
モ
デ
ル
展
示
圃

月
一
日
に
播
種
し
ま
し
た
、
四
月
下

旬
か
ら
出
荷
予
定
で
す
が
、
　
一
部
を

マ
ル
チ
な
し
、
ト
ン
ネ
ル
被
覆
で
葉

ニ
ン
ニ
ク
と
し
て
出
荷
し
て
み
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
．
．

　
ト
ン
ネ
ル
大
根
は
、
品
種
は
Y
R

天
春
で
＝
戸
ニ
ァ
引
の
二
回
播
き
。
二

月
十
日
と
二
十
日
に
播
種
し
、
同
時

に
ト
ン
ネ
ル
を
か
け
五
月
出
荷
を
め

ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

　
試
作
面
積
は
6
6
ア
ー
ル

　
試
作
は
、
六
戸
の
農
家
で
合
せ
て

六
十
六
ア
ザ
で
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に

レ
タ
ス
を
広
瀬
と
羽
坂
で
、
ゴ
ボ
ウ

を
ピ
ー
マ
ン
の
後
作
と
し
て
福
瀬
と

羽
坂
で
そ
れ
ぞ
れ
作
付
け
し
て
お
り

現
在
一
㎞
で
野
菜
作
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
町
の
野
菜
栽
培

は
ま
だ
模
索
の
域
を
出
て
い
ま
せ
ん

が
、
試
作
に
当
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
農
家
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
、
指
導

に
当
っ
て
い
る
普
及
所
、
農
協
の
技

術
員
の
努
力
で
、
一
日
も
早
く
東
郷

町
を
野
菜
の
産
地
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
（
農
林
課
）

尾
鈴
短
歌
会

○
南
天
を
活
く
る
手
元
に
一
粒
の
赤

　
き
実
こ
ぼ
る
暮
も
間
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
寺
原
初
子
）

○
憂
き
多
か
り
し
去
年
断
切
り
て
新

　
玉
の
初
日
に
向
う
今
朝
の
静
け
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
植
田
イ
セ
）

○
永
ら
へ
て
寅
年
迎
え
楽
し
さ
よ
十

　
二
年
振
り
な
つ
か
し
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
田
静
雄
）

○
暮
近
く
外
孫
生
れ
吾
は
行
く
夫
】

　
人
の
下
面
迎
う
（
海
野
ス
ナ
子
）

○
健
や
か
に
老
い
の
日
過
ご
す
姑
見

　
つ
つ
わ
が
老
先
を
ふ
と
危
ぶ
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
山
俊
美
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る
げ

○
下
刈
り
の
作
業
に
寄
り
て
昼
餉
せ

　
し
杉
も
老
い
来
ぬ
久
に
来
し
山

　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
藤
延
世
〉

一
月
詠
草

○
薪
割
れ
ば
木
屑
が
中
に
お
ち
曲
る

　
木
虫
は
に
ぶ
き
命
保
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
矢
野
文
雄
）

○
引
止
め
て
酒
を
奨
め
し
君
な
り
き

　
尾
鈴
裾
静
か
に
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
砂
金
義
）

○
ね
こ
や
な
ぎ
老
谷
川
の
ど
て
ぎ
し

　
に
白
ね
こ
め
ぶ
き
春
を
告
げ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
甲
鶴
男
）

○
目
覚
む
れ
ど
温
も
う
残
す
わ
が
寝

　
床
巣
鳥
の
ご
と
く
離
れ
ら
れ
ず
も

　
　
　
　
　
　
　
（
徳
森
千
代
美
）

○
朝
々
の
冷
の
厳
し
き
わ
が
町
に
九

　
時
と
も
な
れ
ば
遅
き
陽
の
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
多
茂
雄
）
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続
・
牧
水
と
坪
谷
⑦

　
そ
ん
な
馬
鹿
な
名
が
あ
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ち
い

な
い
。
構
は
な
い
か
ら
祖
父
さ
ん
の

留
守
に
変
へ
て
し
ま
へ
と
い
ふ
の
で

二
人
し
て
考
え
た
末
、
繁
と
い
ふ
名

に
し
て
役
場
に
も
届
け
て
し
ま
っ
た
。

彼
の
頑
固
な
祖
父
が
定
め
し
怒
っ
た

事
で
あ
ら
う
と
思
う
が
、
取
消
さ
れ

な
か
っ
た
所
を
見
る
と
或
は
唯
だ
笑

っ
て
済
ま
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

姉
た
ち
が
斯
う
い
ふ
名
を
考
え
つ
い

た
の
は
当
時
の
絵
入
郵
便
報
知
新
聞

（
今
の
報
知
新
聞
の
前
身
か
と
思
う
）

の
続
き
も
の
に
出
て
来
る
女
傑
に
自

ら
男
装
し
て
ま
で
学
問
を
し
た
葉
山

繁
と
い
ふ
非
常
な
勉
強
家
が
あ
っ
た

の
で
、
葉
山
と
若
山
と
似
て
も
居
り

そ
れ
に
あ
や
か
る
様
に
と
斯
う
名
づ

け
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
不
幸
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
け
も
の

て
こ
の
繁
は
稀
有
な
る
怠
惰
老
と
し

て
生
ひ
育
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
．
．　

　
三
人
の
姉

　
第
一
の
姉
と
は
私
は
二
十
歳
近
く

も
歳
が
違
っ
て
い
る
．
、
彼
女
の
嫁
い

だ
の
は
私
の
二
つ
か
三
つ
の
時
で
、

そ
の
時
向
う
の
家
か
ら
持
っ
て
来
た

鮮
魚
の
、
鯛
や
鰹
な
ど
で
も
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
お

か
、
紅
い
の
青
い
の
の
美
し
さ
に
雀

躍
し
て
歓
ん
だ
事
を
覚
え
て
居
る
。

彼
女
の
患
っ
た
さ
き
は
、
尾
鈴
山
の

塩
　
月
　
儀
市

向
側
の
都
農
と
い
う
海
岸
町
の
米
穀

や
肥
料
な
ど
を
商
っ
て
い
る
家
で
、

其
処
か
ら
私
の
家
に
来
る
に
は
尾
鈴

連
峰
の
一
つ
で
あ
る
七
曲
峠
と
い
う

の
を
越
し
て
来
る
の
が
近
か
っ
た
。

　
　
　
あ
　
に

或
時
、
義
兄
が
そ
の
峠
を
越
え
て
来

た
。
そ
し
て
土
産
に
永
砂
糖
を
持
つ

レ
牧
水
は
明
治
1
8
年
8
月
2
4
日
、
朝

　
に
こ
の
縁
側
で
産
声
を
あ
げ
た
。

て
来
て
、
こ
れ
は
あ
の
七
曲
峠
に
沢

山
落
ち
て
い
る
石
で
あ
る
と
言
っ
た
。

私
は
悉
く
そ
れ
を
信
じ
て
し
ま
っ
て

行
き
さ
え
ず
れ
ば
あ
の
山
の
上
に
は

こ
の
甘
い
石
が
無
数
に
落
ち
て
い
る

も
の
だ
と
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
ぞ
と
　

そ
れ
か
ら
は
頻
り
に
そ
の
峠
を
越
え

て
来
る
義
兄
や
姉
が
待
た
れ
て
、
彼

等
は
ま
た
来
る
ご
と
に
そ
の
白
い
あ

ま
い
石
を
持
っ
て
来
た
。
一
二
年
も

私
は
そ
れ
で
釣
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。

其
位
い
私
の
村
で
は
氷
砂
糖
が
珍
し

い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
姉
の
家
は

海
岸
に
近
か
っ
た
の
で
山
生
れ
の
私

は
其
処
に
行
く
こ
と
を
ほ
ん
と
に
ど

ん
な
に
喜
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

行
け
ば
ま
た
其
処
の
一
族
が
奪
い
合

う
様
に
し
て
私
を
可
愛
が
っ
て
呉
れ

た
。
其
処
に
は
私
の
村
に
な
い
西
瓜

が
出
来
、
甘
藷
が
無
数
に
出
来
た
、

磯
に
行
け
ば
大
き
な
海
が
あ
り
、
魚

が
釣
れ
、
海
老
が
と
れ
、
思
う
ま
ま

に
貝
が
拾
は
れ
た
。
姉
の
家
は
土
地

で
相
応
に
暮
し
て
い
る
商
家
で
あ
る

が
、
不
幸
に
も
子
が
な
い
。
私
が
中

学
に
出
る
頃
に
な
る
と
全
く
子
の
様

に
し
て
愛
し
て
呉
れ
た
。
い
ろ
／
＼

思
い
出
し
て
来
る
と
こ
の
姉
に
も
随

分
私
は
反
い
て
い
る
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

成
人
祝
賀
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
三
百
人
が
参
加

　
成
人
祝
賀
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が

一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
に
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
九
時
か
ら
の
開
会
行
事

に
引
き
続
き
九
時
三
十
分
か
ら
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
競
技
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
（
タ
イ
ム
レ
ー
ス
）
、
小
学
生
女

子
二
千
メ
ー
ト
ル
、
一
般
男
子
五
千

メ
ー
ト
ル
、
団
体
戦
な
ど
十
三
種
目

に
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
体

戦
は
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
種
目
で

男
子
三
千
メ
ー
ト
ル
三
子
、
女
子
二

千
メ
ー
ト
ル
一
名
の
計
四
手
で
構
成

し
、
そ
の
合
計
タ
イ
ム
を
競
う
も
の

で
す
。

　
当
日
は
、
約
三
百
名
の
選
手
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
参
加
し
記
録
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
．
．
最
年
少
出
場

の
本
多
悠
馬
く
ん
（
小
野
田
一
4
歳
）

は
、
二
千
メ
ー
ト
ル
を
二
十
七
分
で

見
事
完
走
し
、
大
粒
の
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　
種
目
毎
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

　
〔
団
体
戦
の
部
〕

　
一
位
　
寺
迫
　
　
（
4
5
分
2
5
秒
）

　
二
位
小
野
田
（
5
2
分
2
5
秒
）

　
三
位
福
瀬
　
　
（
5
4
分
5
9
秒
）

　
〔
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
〕

　
三
・
。
（
宣
言
タ
イ
ム
と
の
差
を
競

う
も
の
）

　
一
位
　
里
…
木
康
夫
　
4
秒

男

子

　
〔
二
千
メ
ー
ト
ル
〕

▽
小
学
生
　
糸
平
格
　
7
分
2
6
秒

▽
四
十
歳
代
　
黒
木
幸
男
　
7
分
5
5

秒
　
▽
五
十
歳
以
上
　
寺
原
寿
夫

12

ｪ
3
7
秒

　
〔
三
千
メ
ー
ト
ル
〕

▽
中
学
生
　
海
野
宏
明
　
1
0
分
4
2
秒

▽
二
十
九
歳
以
下
　
黒
木
武
　
1
1
分

09

b
　
▽
三
十
歳
代

1！

ｪ
2
5
秒
　
▽
四
十
歳
代
　
橋
口
克

義
　
1
1
分
0
2
秒

　
〔
五
千
メ
ー
ト
ル
〕

安
藤
光
春
　
2
3
分
5
1
秒

女

子

／
　「＼、

　　〆、
　〆

年
／
／

・
赤
松
義
春
ー
ヤ
、
、

　
〔
二
千
メ
ー
ト
ル
〕

▽
小
学
生
　
当
山
幸
子
　
8
分
2
3
秒

▽
中
学
生
　
杉
田
摩
衣
　
8
分
0
2
秒

▽
一
　
般
　
伊
東
美
代
子
8
分
1
0
秒

罐

虚
摩

長
銀
嘩
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□
健
康
余
話

東
郷
病
院
長

　
　
　
　
河
野
幹
彦

（，）

癌
・
脳
卒
中
・
三
蔵
病

　
昨
年
か
ら
、
，
4
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

大
流
行
し
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お

す
ご
し
で
し
ょ
う
か
．
、

　
さ
て
、
今
月
か
ら
町
報
に
「
健
康

余
話
」
と
題
し
て
、
毎
回
と
り
と
め

も
な
く
、
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．
、
東
郷
町
で
は
、
毎

年
、
写
譜
病
健
診
が
各
地
域
で
、
そ

の
二
次
健
診
を
町
立
病
院
と
保
健
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特

に
多
い
、
　
「
高
血
圧
症
」
「
糖
尿
病
」

「、

n
煙
件
ﾇ
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な

ど
の
脂
肪
分
が
高
い
状
態
）
」
「
不
整

脈
」
な
ど
に
つ
い
て
、
次
回
よ
り
書

こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
日
本

で
の
三
大
死
因
で
あ
る
「
癌
」
　
「
脳

血
管
疾
患
（
脳
卒
中
）
」
　
「
心
臓
病
」

の
危
険
因
子
（
病
気
に
な
り
や
す
い

状
態
）
に
つ
い
て
書
き
ま
す
一
．

㎝
癌

　
①
胃
癌
…
穀
類
や
甘
い
物
の
大
食
、

塩
魚
・
干
魚
・
塩
か
ら
・
漬
物
な
ど

の
高
塩
分
食
品
の
多
量
摂
取
（
と
く

に
一
度
に
多
食
す
る
こ
と
）
、
魚
や

肉
の
こ
げ
た
部
分
や
く
ん
製
の
多
量

摂
取
、
動
物
性
蛋
白
質
・
牛
乳
・
乳

製
品
の
摂
取
の
少
な
い
こ
と
、
タ
バ

コ
と
多
量
飲
酒
、
熱
い
食
物
と
早
食

い
、
不
規
則
な
食
事
が
危
険
因
子
で

緑
黄
色
野
菜
・
果
物
・
と
う
ふ
・
卵
・

牛
乳
な
ど
は
危
険
除
去
因
子
で
あ
る
。

②
肺
癌
…
タ
バ
コ
や
大
気
汚
染
な
ど
。

　
嗜
好
品
の
中
で
は
、
タ
バ
コ
は
、

肺
癌
、
喉
頭
癌
、
食
道
癌
、
口
腔
癌

の
、
多
量
の
飲
酒
（
日
本
酒
一
日
四
合

以
上
、
焼
酎
一
日
三
合
以
上
）
は
食

道
癌
、
胃
癌
の
危
険
因
子
で
あ
る
。

　
0

9

0

　
り
ん

90

各9ニタ

　
　
　
。
　
　
脳
卒
中

　
　
㌍
　
u

　
　
　
　
　
　
心
瞭
病

　
　
　
　
　
凶

②
脳
卒
中

　
脳
卒
中
に
は
大
き
く
分
け
て
、
脳

出
血
（
脳
の
血
管
が
破
れ
る
）
と
脳
硬

塞
（
脳
の
血
管
が
つ
ま
る
）
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。
年
令
（
高
令
）
、
性
別
（
男

性
）
、
低
栄
養
状
態
（
低
蛋
白
、
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
又
は
低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）
、
嗜
好
（
高
塩
食
）
、
生
活
様
式
（
ト

イ
レ
、
風
呂
な
ど
が
寒
い
）
、
気
温
、

高
血
圧
（
脳
出
血
が
多
い
）
動
脈
硬
化

（
脳
硬
塞
）
な
ど
が
危
険
因
子
で
す
。

ω
心
臓
病
（
と
く
に
虚
血
性
心
疾
患
）

　
虚
血
性
心
疾
患
と
は
、
心
臓
を
養

っ
て
い
る
冠
（
状
V
動
脈
の
血
液
の
循

環
が
悪
く
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

病
気
と
し
て
は
、
狭
心
症
・
心
筋
硬

塞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
危
険
因
子
と

し
て
は
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
、
性

別
（
男
性
）
高
血
圧
、
年
令
（
高
訓
）
、

タ
バ
コ
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
行
動
型

の
性
格
、
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
、

ア
ル
コ
ー
ル
多
飲
（
三
合
以
上
）
、
高

脂
血
症
、
経
口
避
妊
薬
、
H
D
L
ー

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
動
脈
硬
化
を
防

ぐ
良
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
低
い

な
ど
で
す
．

　
以
上
が
、
三
大
死
因
の
危
険
因
子

で
す
。
要
約
す
れ
ば
、

　
①
食
事
は
ゆ
っ
く
り
、
野
菜
．
蛋

白
を
充
分
に
塩
分
、
甘
い
物
、
動
物

性
脂
肪
は
ひ
か
え
目
に
、

　
②
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど

ほ
と
に
、

　
③
体
を
よ
く
動
か
し
、
肥
満
に
な

ら
な
い
。

　
④
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
、
ス
ト
レ
ス
を

解
消
、
と
い
う
こ
と
が
、
三
つ
の
病

気
の
予
防
法
と
言
え
ま
す
。

　
次
回
は
「
高
血
圧
症
」
に
つ
い
て

書
き
ま
す
．
、

　
尚
、
東
郷
町
立
病
院
で
は
、
胃
透

．
視
、
胃
カ
メ
ラ
な
ど
も
、
多
数
行
っ

て
お
1
1
ま
す
。
又
、
そ
の
他
の
検
査

も
ほ
と
ん
ど
実
施
可
能
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
願
い
ま
す
。

川ガニの採捕は

許可が必要です

、
λ

　
漁
業
組
合
が
、
漁
業
権
を
行
使
す

る
た
め
に
は
、
増
殖
計
画
に
基
き
、

義
務
放
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

河
川
漁
種
の
中
に
は
放
流
の
伴
わ
な

い
漁
種
に
つ
い
て
は
、
国
民
す
べ
て

が
自
由
に
採
捕
で
き
る
か
に
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
法
人
・
個
人

を
問
わ
ず
訓
示
さ
れ
て
お
り
、
県
の

目
標
を
達
成

　
　
歳
末
助
け
合
い
運
動

　
昨
年
末
に
「
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
、
　
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
に
お
き

ま
し
て
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
方
の

あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標

額
を
上
回
る
実
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
．
、

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
六
十
一
年
以

降
の
川
ガ
ニ
採
捕
に
つ
い
て
、
東
郷

町
行
政
区
域
内
は
漁
業
組
合
が
知
事

の
許
可
を
受
く
る
よ
う
申
請
し
ま
す
。

　
川
ガ
ニ
採
捕
を
希
望
す
る
組
合
員

は
、
三
月
十
日
ま
で
に
代
議
員
に
印

か
ん
持
参
の
う
え
、
必
要
事
項
を
申

出
て
、
理
事
を
経
て
組
合
へ
申
請
・

総
会
決
議
事
項
と
し
て
、
統
数
・
ケ

数
・
大
き
さ
を
定
め
無
許
可
に
よ
る

採
捕
は
県
調
整
規
販
に
よ
り
罰
則
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
希
望
す
る
向
は
申
出
で
を
怠
ら
な

い
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
耳
川
漁
業
協
同
組
合

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
ば
、
各
地
区
の
漁
業
組
合
の
理

事
、
ま
た
は
、
豊
原
昭
則
理
事
長
（
君

69

P
－
2
5
4
1
）
ま
で
、

　
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
福

祉
団
体
の
運
営
費
の
助
成
・
福
祉
施

設
入
所
者
、
ね
た
き
り
老
人
家
庭
に

対
す
る
慰
問
等
に
配
分
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
募
金
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
目
標
額
　
一
、
一
〇
九
、
七
四
六
円

　
募
金
額
　
一
、
二
五
八
、
九
一
八
円

▽
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
募
金
額
　
　
五
〇
四
、
七
八
七
円

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
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農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
調
整
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
次
の

日
程
で
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
縦
覧
期
間
中
に
異
議
申
立

が
な
か
っ
た
場
合
は
、
三
月
三
十
一

日
確
定
さ
れ
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

　
　
二
月
二
十
三
日
～
三
月
九
日

▽
縦
覧
場
所

　
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
役
場
総
務
課
内
）

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
新

見
質
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は
自
宅

で
受
付
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で

も
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご

と
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
（
民
生

委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週

火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

昭
和
6
1
年
度
農
村

青
少
年
先
進
地
農
家

　
留
学
研
修
生
を
募
集

　
次
の
と
お
り
昭
和
六
十
一
年
度
の

農
家
留
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
の
、
資
格
、
お
お
む
ね
三
十
歳
未

満
の
男
女
で
現
に
農
業
に
従
事
し
、

ま
た
は
従
事
し
よ
う
と
す
る
老
で
心

身
と
も
に
健
全
な
者

　
O
、
研
修
場
所
　
国
内
の
先
進
地

の
優
れ
た
農
家
、
農
業
生
産
法
人

　
口
、
研
修
期
間
　
原
則
と
し
て
三

ヶ
月
以
上

　
四
、
申
込
み
締
切
、
昭
和
六
十
一

年
二
月
十
五
日
ま
で

　
㈲
、
申
込
み
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
東
郷
町
役
場
農
林
課
振
興
係
ま
で

　
　
　
　
　
含
六
九
一
二
＝
一

§
二
月
の
主
な
行
事
予
定
§

4
日

　
○
立
志
式
　
東
郷
中
　
1
4
時

9
日

　
○
東
郷
町
P
T
A
研
究
大
会

　
　
　
　
坪
谷
小
　
9
時

15

　
〇
一
般
健
康
相
談

　
　
　
老
人
福
祉
館
　
9
時
3
0
分

18

　
○
乳
児
健
康
相
談

　
　
　
中
央
公
民
館
　
9
時
3
0
分

　
0
1
8
ヶ
月
検
診

　
　
　
中
央
公
民
館
　
1
3
時
3
0
分

27
　
○
母
親
学
級

　
　
　
中
央
公
民
館
　
8
時
3
0
分

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
寺
迫
の
山
本
浅
一
さ
ん
か
ら

　
（
カ
ズ
さ
ん
・
7
8
歳
ご
死
去
）

▼
七
瀬
の
直
野
ミ
ツ
ル
さ
ん
か
ら

　
（
馨
さ
ん
・
7
2
歳
ご
死
去
）

▼
福
瀬
の
高
木
一
教
さ
ん
か
ら

　
（
セ
イ
さ
ん
・
8
3
歳
ご
死
去
）

▼
木
城
町
の
黒
木
善
美
さ
ん
か
ら

　
（
甲
斐
巖
さ
ん
・
8
0
歳
ご
死
去
）

▼
小
野
田
の
小
林
貞
義
さ
ん
か
ら

　
（
チ
ヨ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

▼
小
野
田
の
寺
原
元
治
さ
ん
か
ら

　
（
政
行
さ
ん
・
8
9
歳
ご
死
去
）

▼
坪
谷
の
稲
田
眞
人
さ
ん
か
ら

　
（
シ
ン
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

▼
小
野
田
の
黒
木
博
さ
ん
か
ら

　
（
ア
サ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

▼
越
表
の
石
田
数
夫
さ
ん
か
ら

　
（
タ
ミ
さ
ん
・
7
3
歳
ご
死
去
）

▼
迫
野
内
の
黒
木
学
さ
ん
か
ら

　
（
コ
イ
さ
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

▼
小
野
田
の
那
須
節
子
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ツ
さ
ん
・
9
5
歳
ご
死
去
）

▼
仲
深
の
田
田
チ
サ
さ
ん
か
ら

　
（
粘
さ
ん
・
8
3
歳
ご
死
去
）

　　まちのうごき

人口　6，379人（＋2）

男　　 3，074ノ＼　（十3）

女3，305人（一1）

世帯　1，765戸（＋1）

　61年1月1日現在

）は下前月比（
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十
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